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                                Abstract 

  This study compared the group (S group) which carried out an intense activity in the body image 

and the group (C group) which did not exercise with the exercise of boy university student custom. 

As a result, 1) The S group had higher height and weight than C group, and the % fat showed a low 

value. S group was significantly higher in the muscular strength than C group, and the S group had 

a bigger muscular strength than C group, and there was much muscle quantity, too. 2) The S group 

was unconcerned about diet and showed "the thought about the ideal figure" of a magazine, the article 

and a tendency not to be influenced by very much "how you made a style better". 3) The image of the 

silhouette showed a normal figure (five points) with both groups of S group and C group. Five points 

and the person whom I chose showed 70%-90% of the whole and the highest ratio to "the silhouette to 

idealize" like "a silhouette to see healthfully" together both groups. 4) Because the mark of the silhouette 

of S group and the C group and the relations of the BMI evaluated the build that was meatiness and the 

silhouette which were not so, big range width was seen in the numerical value of the silhouette.

Key  words  : Body image, % Fat, BMI

1.緒 言

　厚生労働省(2011)に おける 「2009年 国民健

康 ・栄誉調査報告書」では,1970年 から2009年

まで男子(18歳)のBMIは 徐々に増加傾向を示

し,女 子は痩身でありながらさらに痩せようとす

る健康上の問題が指摘されている.こ れまでの生

活様式の変化は,現 代の日本人の体型にも大きく

影響を与えていると考えられる.メ タボリックシ

ン ドロームと腹囲の関係が大きく,肥 満体型は男

女に違いがみられる.男 性はリンゴ型(内 蔵型

肥満),女 性は洋ナシ型(皮 下脂肪)の 体型が多

い一方,肥 満は若年者 も増加する傾 向が危惧 さ

れてお り,痩 せているにも関わらず,「 太ってい

る」や 「さらに痩せたい」といった極端な痩せ志

向の若年女性 も増 えつつある.お よそ20歳 の男

女(377名)に アンケー ト調査をしたところ,全

体の6割 の男女が民放テレビや週刊誌か らダイ

エッ トに関する情報源を得ている。体型について

「現在より痩せたい」 と志向 している者は男性 に

比べて女性の割合が多 く,理 想の体型は 「筋肉質

体型」と答えた者は女性に比べて男性の割合が多
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いことが報告されている(志 渡ら,2004).

思春期の男子は女子 と同じ痩せ志向がみ られ,

それが低年齢化 してきてお り,痩 せ志向の中で体

型への否定感が,自 尊感情,体 型の認識などに密

接に関係すること,ま た身体の体型に敏感な思春

期(男 女)に は,痩 身願望を持つ者や自己の体型

に対 して実際と違ったボディイメージを持つ者が

多い(池 田,2007).そ して,鈴 木(2011)は,大

学生のBMIと ボディイメージについて体型 シル

エ ット(ThompsonMA,1995)に 対する現実と

理想の体型への評価,体 型不満足度,異 性の思う

魅力的な体型,ダ イエッ トなどとの関連について

調査 している,そ の結果,大 学女子において中学

校期に激 しいスポーツ活動をしていた者は,非 ス

ポーツ活動者に比べて体型不満度が高 く,思 春期

のスポーツ活動の有無と体型不満度に関係がある

ことを示唆 している。

以上のように,思 春期 ・青年期を対象に痩せ志

向,自 尊感情および体型などについて報告されて

いるが,運 動経験と体重や体型について客観的評

価と主観的評価の観点から青年期を対象に検討 し

た研究は少ない.

そこで,本 研究は,本 学男子学生の運動経験と

体型の主観的評価に注目し,激 しく運動 している

者が自分の体型の認識に及ぼす影響について検討

することにした.ま た現在の体型の客観的評価

(体脂肪率 ・BMI)と ボディイメージ(体 型の主

観的評価)の 差異,体 型に対するダイエッ トおよ

びマスメディアなどの影響の違いについても検討

した.

表1体 型認識と体型志向および運動習慣に関する質問項目

質問項 目 選択肢

① 体の 「脂肪量」について(現 在 ・理想) 多い

やや多い

適切

やや少ない

少ない

体の 「筋肉量」について(現 在 ・理想) 少ない

やや少ない

適切

やや多い

多い

現在の 「体重」に満足 しているか 不満

やや不満

どちらともいえない

ほぼ満足 している

満足している

② 現在の健康状態はよい

自分の健康状態をより良い方向にすることに関心がある

あてはまる

ややあてはまる

どちらともいえない

あまりあてはまらない

あてはまらない

③ と④(雑 誌記事)理 想的体型に関する考え

(雑誌記事)ス タイルをどのように良くするかという考え

(雑誌記事)体 重を減 らすためのダイエットについての考え

全 く影響 しない

あまり影響 しない

どちらともいえない

やや影響する

非常に影響する

④ ダイエットに関心があるか はい

いいえ

⑤ 現在、部活動の様な激しい運動をしているか はい

いいえ
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図1男 性の体型シルエッ ト

∬.方 法

1.対 象 者

本学学生 の 「生涯ス ポーッ1」 を受 講 した男子

1254名 を対象 にフ ィッ トネスチ ェ ック(体 力測

定 と生活 習慣 に関す るア ンケー ト調査)を 行 っ

た.ボ ディイメージ調査 はフィッ トネスチ ェック

終了後 に実施 した.な お,受 講者全員 に対 し,ボ

ディイメージ調査の実施 にあ た りその主 旨を説明

し,同 意 した者の 中で,ボ ディイメージ調査 に対

す る回答 とフィッ トネスチ ェックの測定値の両者

が揃 ってい る者(990名)を 分析対 象 とした.

動の様な激 しい運動を行っている」(S群)と 「現

在,部 活動の様な激 しい運動 を行っていない」(C

群)を 決定 した.① か ら④については,2群 ごと

にみた現在の体型認識と理想志向に関する質問で

あ り,そ れらの項目の内容を表1に 示 した.⑥ 体

型に関するシルエッ トは,9段 階の男性の体型を

表すシルエット画(図1)を 用いて 「あなたの体

型に最も似ているシルエッ ト」「あなたの理想とし

ているシルエッ ト」「最も健康的に見えるシルエッ

ト」「魅力的だと思うシルエッ ト」を選択させ,最

もやせているシルエッ トを1点,最 も太ったシル

エッ トを9点 とする点数評価で回答させた.

2.調 査 期間

フィ ッ トネスチ ェ ックとボディイメージ調査 は

2012年 度 前期の授業 開始 か ら2～4週 目の3週 間

(4月,5月)の 期 間に実施 した.

3.調 査項目

ボデ ィイメージ調査 は,鈴 木(2011)の アン

ケー ト調査の手法を用いて,① 体重の数値イメー

ジ評価:身 体の 「脂肪量」,「筋肉量」や 「体重」

における 「現在」 と 「理想」の体型シルエ ット,

② 日常の行動や意識 さらに,③ 雑誌記事など

か らの影響(理 想的な体型に影響 を与えるかな

ど)の3項 目について5段 階評価を行った.④ ダ

イエ ットについてと⑤運動習慣については,2者

択一で回答させた.⑤ の項 目から,「現在,部 活

4.体 力 測定値 と生活習慣ア ンケー ト調査

フ ィ ッ トネスチ ェ ックの体 力測 定項 目は,握

力,背 筋 力,反 復横 とび,長 座体前屈,20mシ ャ

トルラン,肺 活量,上 体起 こ し,お よび腕立て伏

せであ り,そ の方法 は田中(2012)に よ り報告 さ

れ てい る。 また 同時 に,生 活 習慣 に関す るア ン

ケ ー ト調査 も行 った.上 記 の分析対 象 をさ らに

絞 るため,S群 は現 在の運 動実施状 況 につい て,

「ほ ぼ毎 日運動 してい る」 と回答 した者,C群 は

「ときど き運 動 して いる」,「 ときた ま運動 してい

る」 と回答 した者 と した.主 観的 に評価 した筋 肉

量 と実 際 に測定 した筋力測 定値 を比較 す るた め,

フ ィッ トネスチ ェック項 目の 中か ら握力 と背筋力

の値のみ を用いて分析 した.
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表2対 象者の身体的特徴および理想の体重 表3S群 とC群 における筋力の関係

S群 C群 S群 C群

n数151

年齢(歳)18.3±0.6

身 長(cm)173.2±7.0

体 重(kg)69.2±12.7

体 脂肪 率(%)16.3±5.9

理想 の体 重(kg)70.5±12.8

779

18.4±07

**

171.5±5.7

***

62.3±9.7

*

17.5±5.0

***

61.9±6.6

握力(kg) 49.0±9.0

背 筋 力(kg)139.9±25.9

**

449±6。7

***

126.0±21.5

*:p≧0
.05,**:p<0.01,***:p<0.001

5.統 計処理

本学学生のS群 とC群 の身体的特徴 の比較

(平均値の差の検定)は,F検 定を用いて2つ の

群が等分散か否かを仮定できるか検定 した後,T

検定(群 の比較)を 行い,有 意水準5%未 満 を

もって統計学的に有意と判定 した.

***:p<0
.001

皿.結 果 と考察

本研究は,本 学男子学生の体重や体脂肪率から

肥満の割合を把握 し,体 力測定値,ボ ディイメー

ジ ・ダイエッ ト・メディアの影響等のアンケー ト

調査から,ど のような体型の認識をもち,そ のた

めの行動としてダイエ ットの関心の有無,あ るい

はメディアの影響があるか検討 した.

1.身 体的特徴

S群 とC群 の身体的特徴を表2に 示す.対 象者

の身長,体 重と理想の体重は,C群 よりS群 の方

が有意に高い値を示 し,体 脂肪率 は,C群 よりS

群の方が低い値を示 した.す なわち,激 しい運動

を行っている群は,行 っていない群に比べ身長と

体重が高かったが,体 脂肪率は低い値を示 した。

2.現 在の自分の体型は不満?理 想的体型はどの

ようなものか?

S群 とC群 の両群 とも,現 在の脂肪量の 自己

評価は,「 多い」 と 「やや多い」と回答 した者を

合わせると全体の半分で,「 適切」が29-32%,

「やや少ない」と 「少ない」 とをあわせると残 り

の19-20%と な った.筋 肉量 にお いて も,両 群

と も 「やや少 ない 」 と 「少 ない」 を合 わせ る と

61-69%,「 適 切 」が25-30%,「 や や 多い」 と

「多い」 と回答 した者 は6-9%と 少 数 であ った.

体 力 につ いて,筋 力(握 力 と背筋力)は,C群 よ

りS群 の方 が有意 に高 く,激 しい運動 を行 って

い る者 は ,行 ってい ない者 よ り筋 力が 高か っ た

(表3).そ して両群 と も,現 在 の体 重お いて は,

「不 満で ある」 と 「やや不 満 である」 と回答 した

ものを合 わせ る と全体 の半分 で,「 どち らともい

えな い」 が23-24%,「 ほ ぼ満 足 して いる」 と

「満足 してい る」 とをあわせ る と26-29%と な っ

た.

体 脂肪 率 は,C群 と比較 してS群 にお いて体 脂

肪率が低い にもかか わらず,現 在,脂 肪量が 「や

や多 い」 と回答 した者が全体 の25%だ っ た.そ

して,体 脂 肪率 が高 い者(25%以 上)は,脂 肪

量が 「多い」 と 「やや多い」 と回答 したもの は全

体 の93%で あ った.C群 にお いて,体 脂肪 率の

低 い者(14%未 満)は,脂 肪量が 「やや少 ない」

と 「少 ない」 と回答 した全体 の61%だ っ た.体

脂肪率の高い者で は,脂 肪が 「多い」 と 「やや多

い」 と答 えた者が全 体 の97%で あ った.思 春 期

前期 の男 女 を対 象 に行 った調 査 に よる と,現 実

の体 重 と体型 の認識 の 間 にズ レが 生 じ,痩 せ 願

望 を高めてい る ことが報告 されて いる(宮 嶋 ら,

2004),S群 にお いては全体 の3分 の1が 現 実の

体脂 肪率 が低 い のに脂肪 量が 多 い と認 識 してい

る.こ の理 由は,単 に痩 せ たい と願 うので は な

く,体 脂肪の少 ない体型がスポ ーッ競技 に有利 に
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働 くと考えているものが多いためではないかと推

察される.

運動経験 とダイエ ットの関係 をみた ところ,

S群 で 「ダイエ ット」に関心のない者が全体 の

79%,C群 で 「関心がある」 と 「ない」者が半分

ずつであった.体 重を減らすための 「ダイエット」

に関する考えを示 した雑誌記事の影響は,「全 く

影響 しない」 と 「あまり影響 しない」 と答えたも

のを合わせると,S群 が全体の59%,C群 が全体

の半分であった.以 上の結果から,激 しい運動を

している者は,激 しい運動をしていない者に比べ

ダイエットの関心が少なく,雑 誌 ・記事などのマ

スメディアからの影響も少ない傾向を示 した.竹

内(1997-b)に よると,マ スメディアの影響につ

いて,男 女間でボディイメージの違いがあり,女

子では他者 との競争的な関係を持ちやすく,男 子

では体重に関する葛藤が女子よりも生 じにくいこ

とを示 し,女 子の求める痩せたイメージは男性よ

りもマスメディアの影響 をより受けやすいと述べ

ている.本 研究では,運 動 している女性と運動 し

ていない女性については分析の対象 としていない

が,運 動 している女性へのマスメディアからの情

報の影響については興味のある問題である.

運動部に所属 している者は,所 属 していない者

に比べて,体 力要因が優れ 自己の体力 を高 く評

価する傾向があることが報告されている(田 中,

2012).現 在の脂肪量の自己評価値か ら理想の脂

肪量の評価値を引いて脂肪減少志向をみると,両

群 ともに脂肪減少志向は全体の54-56%で あっ

た.そ して,現 在の筋肉量の自己評価値から理想

の筋肉量の自己評価値を引いて筋肉質志向をみる

と,両 群 ともに筋肉質志向は73-75%で あった.

以上の結果から,激 しい運動の有無にかかわら

ず,半 数以上の者は,現 在の体型に満足 しておら

ず,脂 肪の少ない筋肉質な体型を望んでいるとい

える.

理想的脂肪量は,両 群とも 「適切」と答えた者

が56-62%,「 やや少ない」 と 「少ない」 と合わ

せると36-40%で あった.理 想的筋肉量は,両

群 とも 「やや多い」 と答えた者が42-51%,「 多

い」方が良いとする者は7-17%あ り,両 群で差

は認められなかった.ま た,「 適切」 と答えたも

のはS群 が31%,C群 が46%で あった.以 上の

結果から,激 しい運動の有無にかかわらず,全 体

の半分ほどの者が適切な脂肪量を望み,一 方,適

度な筋肉量 を望む割合はS群 よりC群 の方が多

い傾向を示 した.

体脂肪率はS群 で低いにも関わらず,S群 の理

想的な脂肪量は 「やや少ない」と 「少ない」を合

わせると46%で 全体のおよそ半分であった.同

群の体脂肪率の値が高い者の理想的脂肪量は,お

よそ半分(47%)が 「適切」が よい と答えた.

C群 の理想的脂肪量は,「 適切」な脂肪量がよい

と感 じている者が62%で,脂 肪量が 「やや少な

い」 と 「少 ない」方が理想 と回答 した者は34%

だった.C群 の体脂肪率の高い者では,「 適切」

と 「やや少ない」方が理想 と答えた者が全体の

86%,「 やや多い」と答えた者は10%で あった.

男子学生(21.1±1.3歳)を 対象に自己の体型

の意識調査をした研究では,痩 せている者の5割

が,現 在より大きくしたいと考えてお り,そ の主

な理由が 「強 くた くましくな りたい」であった

(志渡 ら,2004),本 調査の対象者においても,前

述のように現在の体型より適度な脂肪量とやや多

めの筋肉量を理想とした体型を求めている傾向が

みられた。激 しい運動の有無にかかわらず,こ の

年代の男性はたくましい体型になりたいと考えて

いるのだろう.さ らに,運 動部に所属 している者

は,競 技種目の成績向上などに向けて,自 分の体

を鍛えたいと考えている者も多いことがその一因

と推察される.

3.現 在 の体型の客観的評価 と主観的評価 に差が

あるのか?

BodyImage「 ボ デ ィイメージ」 を直訳す る と,

体(身 体 ・肉体)に 対 して持 ってい る印象(姿 ・

形)で あ る.本 研究 はボデ ィを9点 の 「体型」の

シルエ ッ ト画(図1)に 対 応 させ,イ メー ジを主

観 的に評価 した.こ の9つ の シルエ ッ トは,「 現

在の体型 に最 も似てい る⊥ 「理想 とす るシルエ ッ

ト」 と 「健康的 に見 えるシルエ ッ ト」 とい う3つ

の項 目か ら自分 にあ ったシルエ ッ トを一つ選択す

⊥o
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る方法 を用い た.

そ の結果,「 現在 の体 型 に最 も似 てい る」体 型

は両群 とも平均 的体型(5点)が7か ら9割 であ

り,ま た,「 理想 とす るシルエ ッ ト」 と 「健康 的

に見 えるシルエ ッ ト」 も同様 に,5点 と選択 した

者が全体の7か ら9割 と高い割合 を示 した.

表4に 示 した両 群の シル エ ッ ト(点)に おい

て,1点 か ら9点 は標 本数 が小 さい ため,2か ら

8点 の平 均値 を分析 した.S群 のBMIは,2か

ら6点 まで普通体重,7か ら8点 まで肥満傾 向 を

示 した。C群 は.2か ら4点 まで低体重,5か ら

7点 まで普通体重,8点 は肥満傾 向 を示 した(図

2),S群 の 「普通体重」 と示 した点数の幅が大 き

い要 因は,運 動 を しない群 と激 しく運動す る群 に

体型の認知 に違いがあ るため と考 えられ た.前 述

の志渡 ら(2004)は,普 通体型(7点)と 筋 肉質

体型(7点)の シルエ ッ トに分 けて評価 してい る

が,自 らの体型 を適正 に評価 してい ると述べ てい

る.ま た,男 子で は体型 を適正 に評価す る者が多

く,女 子で は実際の体型 よ り太 ってい ると評価す

る者が多 かった(竹 内 ら;1993-a,藤 瀬;2003).

標準体重以下の女子でみると,自 分は太っている

と評価する者は,そ うでない者より肥満度がやや

大きいものの自己受容(現 在の自分を受け入れて

いるかどうか)が 低かった.ボ ディイメージの歪

みの大きさや身体満足度の低さ,食 や体重への関

心度が自己評価の低さと関係 していることを述べ

ている(竹 内ら,1993-a),海 老原(2005)はBMI

で正常だが体脂肪率で肥満と判断される 「隠れ肥

満」の男子学生の6割 が中肉中背のボディイメー

ジをもち,肥 満体型と認識 していないことを述べ

ている.本 研究では,運 動 していない群に比べ

て運動す る群は体型の客観的評価(体 脂肪率や

BMI)と ボディイメージの関係において,体 型

の認知の違いがみられた。彼 らのBMIか らみた

「普通体重」は種々の競技特性にあった体型の適

正範囲にすぎない,そ のため,競 技種目に特化 し

たシルエッ トの作成は体力づ くりや身体機能を高

める可能なッールとなると考える.今 後,ボ ディ

イメージを使ったシステムの確立を目指 し,本 学

の競技力および運動習慣との関係性を深めていき

たい.

(S群)

(C群)

一
普通体重

一
低体重

一
肥満

一
普通体重

図2S群 とC群 のBMIか ら み た シ ル エ ッ ト

低 体重:18.5未 満、普通体重:18.5～25未 満、肥 満:

(2点 ～8点)

⇔
肥満

25以 上(日 本肥満学会の基準)
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表4S群 とC群 のシルエット画と体脂肪率 ・BMIの 関係

シルエ ツ

(点)

ト

S群 C群

体脂肪率

(%)
BMI (n数)

体脂肪率

(%)
BMI (n数)

1 6 ± 0 19 ± 0 (1) 8± 0 16 ± 0 (1)

2 14 ± 6 19 ± 9 (4) 12± 3 17 ± 1 (19)

3 14 ± 1 20 ± 2 (6) 13± 3 18 ± 2 (67)

4 12 ± 4 20 ± 2 (21) 15± 6 14 ± 8 (148)

5 14 ± 4 22 ± 2 (53) 16± 3 20 ± 2 (210)

6 18 ± 5 24 ± 2 (46) 19± 3 22 ± 2 (188)

7 23 ± 5 27 ± 3 (9) 22± 4 24 ± 2 (102)

8 24 ± 7 32 ± 2 (7) 26± 5 27 ± 3 (31)

9 34 ± 5 36 ± 2 (2) 33± 6 30 ± 5 (9)

]V.ま と め とボデ ィイメージに差がみ られ た.

本研究 は,男 子大学生の運動習慣 とボディイ

メージ(体 型の主観的評価)に 注 目し,部 活動の

ような激 しい運動 している者(S群)は,特 に激

しい運動を行うことで個々の体型の主観的評価に

何 らかの影響 を及ぼすのか,運 動習慣 とボディ

イメージとの関係 について検討 した。その結果,

S群 は激 しい運動をしていない者(C群)に 比べ

身長 と体重が高 く,体 脂肪率は低い値 を示 した.

体力について見ると,筋 力(握 力と背筋力)は.

C群 よりS群 の方が有意 に高 く筋肉量 も多かっ

た.S群 はダイエットに関心のない者の割合が多

く,体 重を減らすための 「ダイエ ット」に関する

雑誌 ・記事に影響 されない傾向を示 した.そ し

て,現 在の体型に最 も似ているシルエ ッ トにあ

てはめてみると,S群 とC群 の両群とも平均の体

型(5点)を 示 した.両 群 とも 「理想 とするシル

エ ット」は,「健康的に見えるシルエ ット」と同

様に,平 均の体型を示 した者が全体の7か ら9割

を示 した.S群 は客観的評価(体 脂肪率やBMI)
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